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第
24
回　

勝
山
の
魅
力
を
高
め
、

課
題
を
改
善
す
る
活
動

　

今
年
も
多
く
の
小
学
生
と
市
民
に

よ
っ
て
赤
と
ん
ぼ
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
村
岡
小
学
校
で
マ
ー
ク
さ
れ
た
ア

キ
ア
カ
ネ
が
、
夏
に
赤
兎
山
の
頂
上
で

再
捕
獲
さ
れ
、
３
年
連
続
の
移
動
記
録

が
生
ま
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
他
に
も
行
わ
れ
た
活
動
と
し
て

は
、
②
希
少
な
水
草
バ
イ
カ
モ
の
保
全
、

③
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
保
全
、
④
市
内
の

ツ
バ
メ
の
分
布
調
査
、
⑤
き
れ
い
な
空

気
の
環
境
指
標
生
物
で
あ
る
ウ
メ
ノ
キ

ゴ
ケ
の
調
査
、
⑥
勝
山
の
林
業
の
実
態

調
査
と
間
伐
材
利
用
へ
の
提
言
、
⑦
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
、
オ
オ
ク
チ
バ

ス
な
ど
生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
外
来
種
の
駆
除
、
⑧
河
川
や
街
の
ゴ

ミ
調
査
と
大
人
に
ゴ
ミ
を
捨
て
さ
せ
な

い
提
言
、
⑨
池
ヶ
原
湿
原
の
ヨ
シ
刈
り

と
利
用
、
⑩
ビ
オ
ト
ー
プ
の
再
生
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
勝
山
の
魅
力
を

よ
り
高
め
、
課
題
は
改
善
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
赤
と
ん
ぼ
の
調
査
活
動
は
Ｆ

Ｂ
Ｃ
の
か
が
や
き
基
金
を
、
赤
と
ん
ぼ

に
関
す
る
発
表
を
行
っ
た
東
邦
大
学
の

菅
原
さ
ん
は
学
会
か
ら
奨
励
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
９
月
に
行
わ
れ
た
里
山

国
際
会
議
で
は
、
鹿
谷
、
村
岡
、
荒
土

の
３
小
学
校
が
発
表
を
行
い
、
高
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

成
器
南
小
学
校
の
６
年
生
は
、
修
学

旅
行
先
の
大
阪
、京
都
、奈
良
に
お
い
て
、

勝
山
の
水

と
空
気
の

き
れ
い

さ
、
赤
と

ん
ぼ
の
数

な
ど
を
比

較
調
査
す

る
こ
と
を

通
し
て
、

都
会
に
は

な
い
勝
山

の
魅
力
を
捉
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
修
学
旅
行
前
に
比
べ
、
将
来
勝
山

に
住
み
た
い
子
ど
も
の
数
が
増
え
た
の

で
す
。
普
通
は
逆
の
結
果
に
な
り
ま
す

か
ら
、
こ
れ
は
画
期
的
な
成
果
で
す
。

ま
さ
に
勝
山
を
持
続
可
能
に
す
る
教
育

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も

勝
山
を
好
き
に
な
る
、
自
分
で
も
っ
と

よ
く
す
る
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

子どもたちの様々な活動が高い評価を！勝山をもっと好きになる子どもたちの様々な活動が高い評価を！勝山をもっと好きになる

勝山城博物館に
ＰＲキャラクター誕生！

“環境保全に役立てて”

えちしん「環境クリーン定期預金
エコ想い」 契約金額に基づく

金額を寄付
　昨年、勝山城博物館が開館20周年記念事
業として企画し公募していたイメージキャ
ラクター４体の名前が
決定しました。
　今後は、シールやパ
ンフレット、ポスター
等に活用され、勝山城
博物館をＰＲしていき
ます。

　11月28日㈭、越前信用金庫の西野浩一理
事長が市役所を訪れ、勝山市に34万円を寄
付されました。この金額は、同金庫が取り
扱う「環境クリーン定期預金　エコ想い」
の総契約金額により決定されています。
　この寄付金は、「かつやまをきれいにする
運動」宣言団体の活動支援などに使われます。

市長に寄付金を手渡す西野理事長
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◆防災体験事業（野向地区）
　９月の「防災月間」に併せて福井市防災センター
へ防災体験に行き、子どもと大人が一緒に地震体
験や台風体験をしました。

◆荒土町民体操祭（荒土地区）
　子どもから高齢者まで約200人が集まって、夏休
み恒例の町民ラジオ体操祭を開催しました。体操
祭終了後は、校庭の草むしりを行いました。

◆キャップアートに挑戦（北郷地区）
　夏にペットボトルキャップ回収工場を見学し、
秋の文化祭でキャップアートに挑戦しました。
4,608個のキャップで「リラックマ」を描きました。

◆城山整備・自然観察会（鹿谷地区）
　大人と子どもたちが一緒に城山を整備しました。
また、鹿谷町の歴史や自然について学習し、その
素晴らしさを再認識しました。

◆おやこの楽しい食育教室（遅羽地区）
　子どもたちに食育を通じて勝山の伝承料理の魅
力を知ってもらおうと、公民館で「おやこの楽し
い食育教室」を開講しました。

◆合同クリスマス会（勝山地区）
　子ども会の代表者や地域の方と協力して合同ク
リスマス会を開催し、100人を超える子どもたちが
マジックやゲームをして楽しみました。

◆西の子左義長（勝山地区：西校区）
　学年ごとに短冊や作り物、川柳などを作り、６
年生は笛・太鼓の演奏を披露する予定です。たく
さんの地域の方のお越しをお待ちしています。

◆成器南小学校開校記念行事
（勝山地区：南校区）

　卒業生から学校の歴史を学び、一緒に給食を食
べたり劇を鑑賞したりして、子どもと大人が交流
しました。

◆地区行事のお手伝い（猪野瀬地区）
　地区の運動会で小学生は民生委員と一緒に募金
を呼びかけ、中学生は運営役員として協力しまし
た。また文化祭では模擬店の手伝いなどを行いま
した。

◆よし刈り交流会（平泉寺地区）
　小学校全児童と地域住民が一緒に池ケ原湿原の
保全活動を行い、刈り取ったよしを使って「よし
ず編み交流会」を開催しました。

◆ゴム動力飛行機づくり（村岡地区）
　村岡町連合壮年会の方に教えてもらいながら、
子どもたちがゴム動力飛行機を作りました。

子どもはわがまちの宝子どもはわがまちの宝
～かつやまっ子応援ネットワークの取り組み～

　今年度、各地区で行われた青少年健全
育成活動の取り組みをご紹介します。

hisho
環境10%


